
運 営 規 程 

 

（事業の目的） 

第１条 医療法人社団 幸紀会（以下「事業者」という。）が開設するグリーンビラ訪問看

護ステーション（以下「事業所」という。）が行う指定訪問看護及び指定介護予防訪

問看護（以下「訪問看護等」という。）の事業（以下「事業」という。）の適正な運

営を確保するために人員及び管理運営に関する事項を定め、事業所の看護師その他

の従業員(以下｢看護師等｣という)が、要介護状態又は要支援状態にあり、かかりつ

けの医師が訪問看護の必要を認めた者（以下「要介護者等」という。）に対し、適正

な訪問看護等を提供することを目的とする。 

 

（運営の方針） 

第２条 事業所の看護師等は、要介護者等の心身の特性を踏まえて、全体的な日常生活動

作の維持、回復を図るとともに、生活の質の確保を重視した在宅療養が継続できる

ように支援する。 

 ２  事業の実施に当たっては、関係市町村、地域の保健・医療・福祉サービスとの綿

密な連携を図り、総合的なサービスの提供に努めるものとする。 

 

（事業所の名称等） 

第３条 事業を行う事業所の名称及び所在地は、次のとおりとする。 

   一 名 称  グリーンビラ訪問看護ステーション 

   二 所在地  岐阜市敷島町 7丁目 41番 1号 

 

（職員の職種、員数、及び職務内容） 

第４条 事業所に勤務する職種、員数、及び職務内容は次のとおりとする。 

   一 管理者  看護師  1名（兼務） 

     管理者は、ステーションの看護師等の管理及び訪問看護等の利用の申込みに係

る調整、業務の実施状況把握その他の管理を一元的に行う。 

   二 看護師 常勤換算 2.5名以上  

 

   三 理学療法士  非常勤 1名以上 

     理学療法士・作業療法士は、要介護者等に対し、自宅に赴き利用者に応じた適

切なリハビリテーションを行う。 

 

 

（営業日及び営業時間） 

第５条 事業所の営業日及び営業時間は、次のとおりとする。 

   一 営業日   年中無休 

   二 営業時間  終日 

三 電話により、２４時間常時連絡が可能な体制とする。 

 



（訪問看護の内容） 

第６条 訪問看護の内容は次のとおりとする。 

一 病状：障害の観察 

二 清拭：洗髪等による清潔の保持 

三 食事及び排泄等日常生活の世話 

四 褥創の予防・処置 

五 リハビリテーション 

六 ターミナルケア 

七 療養生活や介護方法の指導 

八 カテーテル等の管理 

九 その他医師の指示による医療処置 

 

（利用料等） 

第７条 訪問看護等を提供した場合の利用料の額は、厚生労働大臣が定める基準によるも

のとし、当該訪問看護等が法定代理受領サービスであるときは、負担割合に応じた

額とする。 

 

 ２  医療保険で訪問看護を受ける場合は次の料金を徴収する。 

一 基本料金 １割、２割、３割 

その他  療養費総額に対し、保険給付割合で求めた額。 

※ なお、重度心身障害者に対する医療費助成制度の対象者であり、受給証

を提示した利用者には、「現物給付」となるので基本料金の支払は免除さ

れる。 

   二 交通費  通常の事業の実施地域以外の地域は交通費として 500円（税抜） 

      ※ なお、生活保護受給者に対しては、交通費は該当福祉事務所に対し利用

料請求書により請求する。 

 ３ 前二項の費用の支払を受ける場合には、利用者又はその家族に対して事前に文書で

説明をした上で、支払に同意する旨の文書に署名（記入押印）を受けることとする。 

   

（通常の事業の実施地域） 

第８条 通常の事業の実施地域は、岐阜市（鏡島 市橋 三里 本荘 島 合渡）・瑞穂市

（旧穂積地域）・北方町とする。 

   但し、ご希望により上記以外の地域でも交通費実費により実施いたします。 

 

（緊急時等における対応方法） 

第９条 サービス提供者は利用者の家族、主治医へ連絡を行い医師の指示に従います。主

治医との連絡がとれない時は、協力医療機関への連絡を行います。 

 ２ 重大事故の場合は、各市町村へ連絡いたします。又緊急連絡先に連絡いたします。 

 

（苦情処理） 

第１０条 事業所は、別に定める苦情処理に関する相談窓口、処理体制、手順等により利

用者及び身元引受人からの苦情に迅速且つ適切に対応するものとする。 



（虐待の防止） 

第１１条 管理者を責任者とし、虐待防止検討委員会を定期的に開催し、職員研修にて虐

待防止の徹底を行う。虐待が発生した場合には、速やかに市町村の窓口に通報し、

迅速かつ適切に手続きを行い、市町村等が行う虐待等に対する調査等に協力するよ

う努める。 

（その他運営についての留意事項） 

第１２条 看護師等の質的向上を図るための研修の機会を次のとおり設けるものとし、又 

    業務体制を整備する。 

   一 採用時研修   採用後 ２ヶ月以内 

   二 継続研修    年２回 

 ２  看護師等は業務上知り得た利用者又はその家族の秘密を保持する。 

 ３  看護師等であった者に、業務上知り得た利用者又はその家族の秘密を保持させる

ため、看護師等でなくなった後においてもこれらの秘密を保持すべき旨を、従業者

との雇用契約の内容とする。 

 ４  この規程に定める事項の外、運営に関する重要事項は医療法人 社団 幸紀会とス

テーションの管理者との協議に基づいて定めるものとする。 

 

  附則 

この規程は、令和２年５月１日から施行する。 

この規程は、令和３年４月１日から施行する。 

この規定は、令和６年８月１日から施行する。 

 

       


